
籟魏 重 工γ :全代金同

口増通論争でイマた場ヒ4贅 住ttと l・ .軍%専ム弓長のために
↓ヒ贅1‖‖(福 岡 県)に ノ＼峰 実 欲 Pケ か な 表 t4.e欠 鋼
耳詔子の+オス大にイ鈴先ました。

(4 bb年 くヽ`には 雀工業か突としてИユ b

亀Ⅸ幸岬炊.進むY.征業の負ヤ溺 占`ヵ、進キ.三年,三羨.

ィ宝友 、年 日 +1マ 1の 大 友 本衆 ヵヽ ■乳入ました 。

洲 群 看 ぽ ;√許希 1碗
品年噴ろ・e払 へなど落

ι十工l)、 ロキ入■)lt文西こする力
ttっ た。      :‐

1・
~lT■

奄六・ γ功νtハたIミすよると,11卜 水ヤ
lk髪

|、 よる″皮亀t公ろよぅιこ
+111■ した。本角沐髯気のこそう同ムでlま .電ンスもハ

、常たャ物預て,

喧徽宅亀卑λろ
,|み「聟 ,|‐摯

も■イ牛巧`■7ちた。
F「 ,「
「
|:「 1~11T・「1

↓
χんの探索 rk影,a口 中■造 縣_仁 んのイ卯11・ た ,π
率 4守のマ背詢

ノ
角作来 tgろ ため,■なな t加 争に ノズ電及夕寸

通 のヵな き とした 、


